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脱原発・持続可能で平和な社会を目指す集会開催！ 
全国一斉・さようなら原発 1000万人アクション IN北海道
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集会後、脱原発を訴え札幌市中心部をデモ行進 

札幌地域労組機関紙 

 脱原発を目指し、脚本家倉本聡さんや滝川市出身の作家雨宮処凛さんらが呼びかけ人となり、北海

道平和運動フォーラムなどの実行委員会が主催した「全国一斉・さようなら原発 1000 万人アクショ

ンIN北海道」集会が2月１8日開催されました。500名収容の会場に1000人が結集し、ロビーにも

立ち見が出来「脱原発」へ関心の高さが伺われました。倉本さんら呼びかけ人の発言後、北電泊原発

1、2号機の再稼動の中止を訴え、札幌市内中心部をデモ行進しました。 

 午後6時からは同集会の呼かけ人でもある鎌田慧さんが、「3.11から一年」と題して講演会を開催

しました。 

鎌田氏は「北海道の大自然に原発は似合わない」、青森県の大間原発は「建設前は周辺に人がいな

いという基準だったが、津軽海峡を隔て函館や周辺に居住する30万人を無視して計画が進められた」

と国の姿勢を批判、「危険なものを止め、暮らしやすい社会を実現したい」と訴えました。 







キックオフ           ２０１２年３月１日（４）

☆東日本大震災福島原発事故から１年 

 早期復興！なくそう原発！許すな再稼働！ 

           ３．１１北海道集会 

日 時 ３月１１日（日）１０時００分 

 場 所 大通西８丁目（デモあり） 

☆公契約条例市民集会 

日 時 ３月１３日（火）１８時３０分 

  場 所 自治労会館５階大ホール 

☆ＳＧＵ第６４回臨時大会 

日 時 ３月１４日（水）１８時３０分 

  場 所 自治労会館３階中ホール 

☆泊原発１・２号機の再稼働を許さない 

         北海道集会ｉｎいわない 

日 時 ３月２４日（土）１３時００分 

  場 所 岩内中央文化センター（デモあり） 

☆労働者の権利講座 

日 時 ４月３日（火）１８時３０分 

 場 所 自治労会館３階役員会議室 

当社は国内唯一の除雪機械専門メーカーで、製造

メーカーとして将来へつながる独自技術の開発を

推し進めています。また、優れた技術水準で、より

良い製品を顧客に提供するため、製品開発や生産技

術を確立しています。 

現在の製品ラインナップはロータリー除雪車を

始め、軌道モーターカー、ゲレンデ整備車等があり、

昨年度は世界初のハイブリッドロータリー除雪車

も開発しました。 

「昭和４５年５月１６日」この日が私達の労働組

合の誕生日で、今年で創立４２年目を迎える事とな

ります。当初７０余名だった組合員数も、今は１４

０名弱、平均年齢も３２歳です。 

また、良好な労使関係の下、組合員の資質を高め

ることを目的とした自己啓発運動の展開等、独自の

活動を行っています。福利厚生も家族レクレーショ

ンや夏季と冬季のスポーツ大会・忘年会などでコミ

ュニケーションを深めています。 

【編集後記】先日、某大手居酒屋チェーンで働く女性スタッフが入社２ヶ月目で自殺した事件について、

ストレスが原因の労災として認定された。残業時間が月１４０時間と、かなりなブラック企業ぶりを伺わ

せる内容であった。この企業はいくつかのグループ企業があり、その中の一つである老人福祉事業におい

てもどうやら残業代未払いや労災申請についてもめているらしい。 

「天地神妙に誓ってブラック企業ではありません。」と言っておきながら、このような実態が浮き彫りに

なったことで会社の存在目的の第一とする「社員の幸せ」は実現しているのだろうか？（正） 

職場探訪 
～日本除雪機製作所労働組合～

☆ユーカラ部会 

日 時 ４月１３日（金）１８時３０分 

  場 所 自治労会館３階書記局事務局 

☆地場未解決組合解決促進集会 

日 時 ４月２３日（月）１８時３０分 

  場 所 エルプラザ（北８西３） 

☆新組合員向け学習会 

日 時 ４月２５日（水）１８時３０分 

  場 所 未定 

☆証人尋問傍聴――建設国保解雇撤回裁判 

日 時 ５月１０日（木）１０時３０分 

  場 所 札幌地裁（北１西１１） 

☆証人尋問傍聴――建設国保解雇撤回裁判 

日 時 ５月１７日（木）１３時３０分 

  場 所 札幌地裁（北１西１１） 
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しかし会社を取り巻く様々な社会情勢や環境変

化が激しいため、労働環境の変化に柔軟かつ的確に

対応すべく、広い視野を持って活動中です。 

私達組合員の団結、相互扶助の精神を一層高め、

健康の維持管理を推進しつつ、盤石な組織力で未来

を見据えた労働条件の維持改善・生活権の確保に努

めています。 

なお今冬は全国的に異常な降雪量となっており、

当社の除雪機が貢献できればと願っております。

2011年組合結成 40周年記念の集合写真 

執行委員長 谷浦裕史


